
 
 
 
 

老朽化した火力発電所のリプレースによる効果 

 
 
 
 
 
 
 

○効果 

・燃料費削減 △260 億円/年（２割削減） 

・二酸化炭素削減 △110 万ｔ-CO2/年（２割削減）

 

リプレース概要（アセス方法書内容） 

現    状：188.6 万 kW 発電効率 42.2～45.7％ 

              ↓ 

  リプレース後：213 万 kW  発電効率 61.0%（MACCⅡ） 

 

 
 
 
 
 
 

○効果 

・燃料費削減 △2,000 億円/年（３割削減） 

・二酸化炭素削減 △800 万ｔ-CO2/年（３割削減）

 

リプレース概要 

現    状：1,076.1 万 kW  発電効率 41.6～45.7％ 

                ↓ 

  リプレース後：1,100.5 万 kW※ 発電効率 61.0%（MACCⅡ） 

 ※五井はアセス方法書による。姉崎、袖ヶ浦、横浜（5,6 号機）、南横浜は

現状と同規模にリプレース。 

 

 

２００万ｋW の火力発電所をリプレース 

 

※環境アセスメントの手続きが進み、早期にリプレース

可能な五井火力発電所（2014 年に廃止予定）を想定 

 

１０００万ｋW の火力発電所をリプレース 

 

※首都圏において、既存のガスパイプライン等が利用可能

な、老朽化したＬＮＧ火力発電所５箇所を想定 

五井 
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老朽火力リプレースによる Win-Win のプロジェクト 

信用力の高い 

他の事業者 
東 電 

「一般担保による

制約」の中でも、

リプレース事業に

再投資も 

売却 
金融機関 

信用 

融資 

収入 

出資 

 

 

 

 

 
○東京電力 

 ・売却収入をリプ

レース事業に再

投資 

 ⇒収益を確保 ○リプレースによる発電所整備のスキーム 

○電力債保有者 

 ・再投資により資産規模

を確保 

 ⇒収益性の高い事業によ

り企業の信用向上 

○新電力事業者 

 ・発電した電気は、 

一定量新電力と卸電力

取引所へ 

 ⇒新電力のシェア拡大、

卸電力取引所の活性化 

 

○損害賠償請求者 

 ・再投資により収益性 

の向上 

 ⇒経営の安定性が向上し、

賠償の安心感を醸成 

 

 種地があるから 
ビルド＆スクラップ 
 

・撤去前から建設開始

・電源を欠くことなく

リプレース 



 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

新電力 

公営水力発電から新電力への電力供給 

○公営水力発電は、現在25都道府県１市で行われている 

（主に、各県の企業局が経営） 

○公営水力発電の発電設備  

・発電所数：288箇所  

・最大出力：240万kW  

 

 

 

 

 

 
  出典：公営電気事業経営者会議ホームページ 

第３回電力システム改革企画委員会資料（2012 年 4 月：経済産業省） 

     新電力の電源規模は以下の式により算出 

       電源規模（kW）＝電力量（kWh）／365（日）／24（時）／30％（負荷率） 

 

公営水力発電から新電力への売電を促進し、新電力のベース電源を確保すべき 

電源規模（万ｋW）
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公営水力発電の出力は新電

力の３割に相当する 

 

・新規供給元 

水力発電所 

（公営水力発電） 

・既存供給元 
 火力発電所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・夜間にも供給可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規受電 新規供給 


